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SANホリユウム

SAN ボリュームについて

ONTAP には、基本的なボリュームプロビジョニングオプションとして、シックプロビジ
ョニング、シンプロビジョニング、セミシックプロビジョニングの 3 つが用意されてい
ます。各オプションでは、ボリュームスペースおよび ONTAP ブロック共有テクノロジ
でのスペース要件がさまざまな方法で管理されます。これらのオプションの仕組みを理
解することで、環境に最も適したオプションを選択できるようになります。

SAN LUN と NAS 共有を同じ FlexVol に配置することは推奨されません。SAN LUN と FlexVol

NAS 共有それぞれに専用の FlexVol ボリュームをプロビジョニングしてください。これによ
り、管理とレプリケーションの導入が簡易化され、 Active IQ Unified Manager （旧
OnCommand Unified Manager ）での FlexVol ボリュームのサポート方法が統一されます。

ボリュームのシンプロビジョニング

シンプロビジョニングボリュームは、作成時に ONTAP によって追加のスペースが確保されることはありませ
ん。ボリュームにデータが書き込まれるときに、書き込み処理に対応するために必要なアグリゲート内のスト
レージをボリュームが要求します。シンプロビジョニングボリュームを使用する場合はアグリゲートをオーバ
ーコミットできますが、アグリゲートの空きスペースが不足すると、必要なスペースをボリュームが確保でき
なくなる可能性があります。

シンプロビジョニングFlexVol を作成するには、そのボリュームを設定します -space-guarantee オプショ

ンをに設定します none。

ボリュームのシックプロビジョニング

シックプロビジョニングボリュームを作成すると、ボリューム内のブロックにいつでも書き込むことができる
ように、 ONTAP はアグリゲートから十分なストレージを確保します。シックプロビジョニングを使用するよ
うにボリュームを構成する場合は、圧縮や重複排除などの ONTAP の Storage Efficiency 機能を使用して、事
前に必要となる大容量のストレージをオフセットすることができます。

シックプロビジョニングFlexVol ボリュームを作成するには、そのボリュームを設定します -space-slo （

サービスレベル目標）オプションをに設定します thick。

ボリュームのセミシックプロビジョニング

セミシックプロビジョニングを利用するボリュームを作成すると、 ONTAP はボリュームサイズに相当するス
トレージスペースをアグリゲートから確保します。ブロック共有テクノロジでブロックが使用されているため
にボリュームの空きスペースが不足しそうになると、 ONTAP は保護データオブジェクト（ Snapshot コピ
ー、 FlexClone ファイル、 FlexClone LUN ）を削除して、該当するオブジェクトが保持しているスペースを
解放します。上書きに必要なスペースを確保できる速度で ONTAP が保護データオブジェクトを削除できるか
ぎり、書き込み処理は続行されます。これは「ベストエフォート」書き込み保証と呼ばれます。

セミシックプロビジョニングを使用しているボリュームでは、重複排除、圧縮、コンパクショ
ンなどのストレージ効率化テクノロジは使用できません。
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セミシックプロビジョニングFlexVol ボリュームを作成するには、そのボリュームを設定します -space-slo

（サービスレベル目標）オプションをに設定します semi-thick。

スペースリザーブファイルおよびスペースリザーブ LUN で使用します

スペースリザーブファイルまたはスペースリザーブ LUN は、ストレージの作成時にそのストレージに割り当
てられるものです。ネットアップではこれまで、スペース・リザベーションが無効になっている LUN （スペ
ース・リザーブなしの LUN ）を「シン・プロビジョニング LUN 」と呼んできました。

スペースリザーブなしのファイルは、一般に「シンプロビジョニングされたファイル」とは呼
ばれません。

次の表に、スペースリザーブファイルおよびスペースリザーブ LUN で使用できる 3 つのボリュームプロビジ
ョニングオプションの主な違いを示します。

ボリュームのプロビ
ジョニング

LUN/file
のスペースリザベー
ション

上書きします 保護データ 2 ストレージ効率 3

厚み（ Thick ） サポートされます 保証された ^1 保証 サポートされます

シン 効果はありません なし 保証 サポートされます

セミシック サポートされます ベストエフォート
^1 ^

ベストエフォート サポート対象外

• メモ *

1. 上書きの保証またはベストエフォートの上書き保証が行われるには、 LUN またはファイルでスペース
リザベーションが有効になっている必要があります。

2. 保護データには、 Snapshot コピーおよび自動削除の対象とマークされた FlexClone ファイルと
FlexClone LUN （バックアップクローン）が含まれます。

3. Storage Efficiency には、重複排除、圧縮、自動削除の対象とマークされていない FlexClone ファイル
と FlexClone LUN （アクティブクローン）、および FlexClone サブファイル（コピーオフロードに使
用）が含まれます。

SCSI シンプロビジョニング LUN のサポート

ONTAP は、 T10 SCSI シンプロビジョニング LUN に加え、ネットアップのシンプロビジョニング LUN もサ
ポートしています。T10 SCSI シンプロビジョニングを使用すると、ホストアプリケーションで、 LUN のス
ペース再生やブロック環境の LUN スペース監視機能などの SCSI 機能をサポートできます。使用する SCSI

ホストソフトウェアも、 T10 SCSI シンプロビジョニングをサポートしている必要があります。

ONTAP を使用します space-allocation LUNでのT10シンプロビジョニングのサポートを有効または無効

にするための設定。ONTAP を使用します space-allocation enable LUNでT10 SCSIシンプロビジョニ
ングを有効にするための設定。

。 [-space-allocation {enabled|disabled}] ONTAP でT10シンプロビジョニングのサポートを有効
または無効にする方法、およびT10 SCSIシンプロビジョニングを有効にする方法の詳細について
は、『Command Reference Manual』のコマンドを参照してください。
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"ONTAP 9コマンド"

ボリュームのプロビジョニングオプションを設定

ボリュームにシンプロビジョニング、シックプロビジョニング、またはセミシックプロ
ビジョニングを設定できます。

このタスクについて

を設定します -space-slo オプションをに設定します thick 次のことを確認します。

• ボリューム全体がアグリゲートに事前に割り当てられます。を使用することはできません volume

create または volume modify ボリュームを設定するコマンド -space-guarantee オプション

• 上書きに必要なスペースの 100% がリザーブされます。を使用することはできません volume modify

ボリュームを設定するコマンド -fractional-reserve オプション

を設定します -space-slo オプションをに設定します semi-thick 次のことを確認します。

• ボリューム全体がアグリゲートに事前に割り当てられます。を使用することはできません volume

create または volume modify ボリュームを設定するコマンド -space-guarantee オプション

• スペースは上書き用にリザーブされません。を使用できます volume modify ボリュームを設定するコマ

ンド -fractional-reserve オプション

• Snapshot コピーの自動削除が有効になります。

ステップ

1. ボリュームのプロビジョニングオプションを設定します。

volume create -vserver vserver_name -volume volume_name -aggregate

aggregate_name -space-slo none|thick|semi-thick -space-guarantee none|volume

。 -space-guarantee オプションのデフォルトはです none （AFF システムの場合）およびAFF以外

のDPボリュームの場合。それ以外の場合は、デフォルトでになります volume。既存のFlexVol ボリュー

ムの場合は、を使用します volume modify プロビジョニングオプションを設定するコマンド。

次のコマンドを使うと、 SVM vs1 上の vol1 にシンプロビジョニングが設定されます。

cluster1::> volume create –vserver vs1 -volume vol1 -space-guarantee

none

次のコマンドを使うと、 SVM vs1 上の vol1 にシックプロビジョニングが設定されます。

cluster1::> volume create –vserver vs1 -volume vol1 -space-slo thick

次のコマンドを使うと、 SVM vs1 上の vol1 にセミシックプロビジョニングが設定されます。
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cluster1::> volume create –vserver vs1 -volume vol1 -space-slo semi-

thick

ボリュームまたはアグリゲートのスペース使用量を判定します

ある機能をONTAPで有効にすると、想定よりも多くのスペースが消費される可能性があ
ります。ONTAP では、消費されるスペースを、ボリューム、アグリゲート内のボリュー
ムのフットプリント、およびアグリゲートの 3 つの観点から判定できます。

ボリューム、アグリゲート、またはその両方でのスペース消費またはスペース不足により、ボリュームのスペ
ースが不足することがあります。スペース使用量の機能別の内訳をさまざまな観点から確認することで、調整
や無効化が必要な機能や、その他の処理（アグリゲートやボリュームのサイズ拡張など）が必要かどうかを判
断できます。

スペース使用量は、以下の観点から詳細に確認できます。

• ボリュームのスペース使用量

Snapshot コピーによる使用量も含めて、ボリューム内のスペース使用量の詳細を確認できます。

を使用します volume show-space コマンドを使用してボリュームのスペース使用量を確認します。

ONTAP 9.14.1以降、ボリューム 温度に基づくStorage Efficiency（TSSE） Enabledに設定されている場

合、によって報告されるボリュームで使用されているスペースの量。 volume show-space

-physical used コマンドには、TSSEによって実現されるスペース削減量が含まれます。

• アグリゲート内のボリュームの占有量

ボリュームのメタデータも含め、包含アグリゲートで各ボリュームが使用しているスペースの量に関する
詳細を把握できます。

を使用します volume show-footprint コマンドを使用して、ボリュームとアグリゲートのフットプリ
ントを確認します。

• アグリゲートのスペース使用量

アグリゲートに含まれるすべてのボリュームのボリュームフットプリント、アグリゲート Snapshot コピ
ーにリザーブされたスペース、およびその他のアグリゲートメタデータの合計です。

WAFL では、アグリゲートレベルのメタデータとパフォーマンス用に合計ディスクスペースの10%がリザ
ーブされます。 アグリゲート内のボリュームを維持するために使用されるスペースは、WAFL リザーブか
ら除外され、変更することはできません。

ONTAP 9.12.1以降では、30TBを超えるアグリゲートのWAFLリザーブが、AFFプラットフォームおよ
びFAS500fプラットフォームの10%から5%に削減されました。 ONTAP 9.14.1以降では、すべてのFASプ
ラットフォームで環境アグリゲートが削減され、アグリゲートで使用可能なスペースが5%増加しまし
た。

を使用します storage aggregate show-space コマンドを使用してアグリゲートのスペース使用量を
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確認します。

テープバックアップおよび重複排除などの特定の機能は、ボリュームからとアグリゲートから直接、メタデー
タ用のスペースを使用します。これらの機能については、ボリュームとボリュームのフットプリントで異なる
スペース使用量が表示されます。

関連情報

• "ナレッジベースの記事：スペース使用量"

• "ONTAP 9.12.1にアップグレードして、ストレージ容量の5%を解放します"

Snapshot コピーを自動的に削除する

Snapshot コピーと FlexClone LUN の自動削除ポリシーを定義して有効にすることがで
きます。Snapshot コピーと FlexClone LUN の自動削除はスペース使用の管理に役立ち
ます。

このタスクについて

読み書き可能なボリュームの Snapshot コピーと読み書き可能な親ボリュームの FlexClone LUN について、
自動的に削除されるように設定できます。SnapMirror デスティネーションボリュームなど、読み取り専用ボ
リュームからの Snapshot コピーの自動削除は設定できません。

ステップ

1. を使用して、Snapshotコピーの自動削除ポリシーを定義して有効にします volume snapshot

autodelete modify コマンドを実行します

を参照してください volume snapshot autodelete modify のマニュアルページを参照してくださ
い。このコマンドで使用できるパラメータについては、ニーズに合わせてポリシーを定義できます。

次のコマンドは、Snapshotコピーの自動削除を有効にし、トリガーをに設定します snap_reserve

vs0.example.com Storage Virtual Machine（SVM）に属するvol3ボリュームに対して、次の手順を実行し
ます。

cluster1::> volume snapshot autodelete modify -vserver vs0.example.com

-volume vol3 -enabled true -trigger snap_reserve

次に、 Storage Virtual Machine （ SVM ） vs0.example.com に属するボリューム vol3 に対して、
Snapshot コピーと対象としてマークされた FlexClone LUN の自動削除を有効にするコマンドを示しま
す。

cluster1::> volume snapshot autodelete modify -vserver vs0.example.com

-volume vol3 -enabled true -trigger volume -commitment try -delete-order

oldest_first -destroy-list lun_clone,file_clone
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アグリゲートレベルの Snapshot コピーの機能は、ボリュームレベルの Snapshot コピーと
は異なり、また、 ONTAP によって自動的に管理されます。アグリゲート Snapshot コピー
を削除するオプションは常に有効になっており、スペース使用の管理に役立ちます。

triggerパラメータがに設定されている場合 snap_reserve アグリゲートの場合、Snapshot

コピーは、リザーブされているスペースが容量のしきい値を超えるまで維持されます。そ

のため、triggerパラメータがに設定されていない場合でも同様です snap_reserve`コマ

ンドでSnapshotコピーに使用されているスペースはと表示されます `0 これら
のSnapshotコピーは自動的に削除されるためです。また、アグリゲートで Snapshot コピ
ーによって使用されるスペースは空きスペースとみなされ、コマンドの使用可能なスペー
スのパラメータに含まれます。

ボリュームがフルになったときにスペースを自動的に確保する
ようにボリュームを設定します

FlexVol では、 ONTAP がフルに近くなったときに、さまざまな方法でボリュームの空き
スペースを自動的に増やすことができます。ONTAP で使用できる方法、およびアプリケ
ーションとストレージアーキテクチャの要件に応じた順序を選択します。

このタスクについて

ONTAP では、ボリュームがフルになったときに、次のいずれかまたは両方の方法を使用して空きスペースを
自動的に増やすことができます。

• ボリュームのサイズを増やす（ autogrow ）。

この方法は、ボリュームの包含アグリゲートに、より大容量のボリュームに対応できる十分なスペースが
ある場合に便利です。ボリュームの最大サイズは ONTAP で設定できます。拡張は、ボリュームに書き込
まれるデータ量と現在使用されているスペースの量、およびしきい値設定に基づいて自動的にトリガーさ
れます。

自動拡張は、 Snapshot コピーの作成時にはトリガーされません。自動拡張が有効になっていても、十分
なスペースがないと Snapshot コピーの作成は失敗します。

• Snapshot コピー、 FlexClone ファイル、または FlexClone LUN を削除する。

たとえば、クローンボリュームや LUN の Snapshot コピーにリンクされていない Snapshot コピーを自動
的に削除するように ONTAP を設定したり、古い Snapshot コピーや新しい Snapshot コピーから ONTAP

で削除する Snapshot コピーを定義したりできます。また、ボリュームがフルに近くなったときやボリュ
ームの Snapshot リザーブがフルに近づいたときなど、 ONTAP で Snapshot コピーの削除が開始される
タイミングを確認することもできます。

両方 ONTAP の方法を有効にする場合、ボリュームがフルに近くなったときに最初にどちらの方法を試行する
かを指定できます。最初の方法でボリュームの追加のスペースが十分に確保されない場合は、次に ONTAP が
もう一方の方法を試行します。

デフォルトでは、 ONTAP は最初にボリュームサイズの拡張を試行します。削除した Snapshot コピーはリス
トアできないため、通常はデフォルトの設定が推奨されます。ただし、可能なかぎりボリュームのサイズを拡
張しないようにする必要がある場合は、ボリュームサイズを拡張する前に Snapshot コピーを削除するように
ONTAP を設定できます。
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手順

1. ボリュームがフルに近くなったときにONTAP でボリュームサイズの拡張を試行するように設定するに

は、を使用してボリュームの自動拡張機能を有効にします volume autosize コマンドにを指定します

grow モード（Mode）：

ボリュームが拡張される際には、関連付けられているアグリゲートの空きスペースが使用されることに注
意してください。スペースが必要なときは常にボリュームを拡張して対処する場合は、関連付けられてい
るアグリゲートの空きスペースを監視し、必要に応じて追加する必要があります。

2. ボリュームがフルに近くなったときに ONTAP で Snapshot コピー、 FlexClone ファイル、または
FlexClone LUN を削除するように設定するには、該当するタイプのオブジェクトの自動削除を有効にしま
す。

3. ボリュームの自動拡張機能と自動削除機能の両方を有効にした場合は、を使用してONTAP がボリューム

の空きスペースを確保するために最初に実行する方法を選択します volume modify コマンドにを指定し

ます -space-mgmt-try-first オプション

最初にボリュームのサイズを拡張することを指定するには（デフォルト）、を使用します

volume_grow。最初にSnapshotコピーを削除するには、を使用します snap_delete。

ボリュームのサイズを自動的に拡張および縮小するように設定
します

必要なスペースに応じて FlexVol ボリュームを自動的に拡張または縮小するように設定
できます。自動拡張機能を使用すると、アグリゲートがスペースを多く提供できても、
ボリュームがスペース不足になるのを防止できます。自動縮小機能を使用すると、ボリ
ュームが必要以上に拡張されるのを防止し、アグリゲート内のスペースを他のボリュー
ムで使用できるように解放できます。

必要なもの

FlexVol ボリュームはオンラインである必要があります。

このタスクについて

自動縮小は、変化するスペース需要に対応するために自動拡張と組み合わせて使用することができ、単独で使
用することはできません。自動縮小を有効にした場合、自動拡張と自動縮小の処理が無限に繰り返されないよ
うに縮小動作が ONTAP で自動的に制御されます。

ボリュームが拡張されると、格納できるファイルの最大数が自動的に増える可能性があります。ボリュームが
縮小されても格納できるファイルの最大数は変わらず、ボリュームが縮小前のファイルの最大数に対応するサ
イズよりも小さくなることはありません。そのため、自動縮小でボリュームを元のサイズに戻すことはできま
せん。

デフォルトでは、ボリュームの最大サイズは、自動拡張を有効にしたときのサイズの 120% まで拡張できま
す。それよりも大容量にする必要がある場合は、必要に応じてボリュームの最大サイズを設定する必要があり
ます。

ステップ

1. ボリュームのサイズを自動的に拡張および縮小するように設定します。
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volume autosize -vserver vserver_namevol_name -mode grow_shrink

次のコマンドは、test2というボリュームで自動サイズ変更を有効にします。ボリュームの 60% が使用さ
れた時点で縮小を開始するように設定します。拡張を開始するタイミングおよび最大サイズについてはデ
フォルト値のままです。

cluster1::> volume autosize -vserver vs2 test2 -shrink-threshold-percent

60

vol autosize: Flexible volume "vs2:test2" autosize settings UPDATED.

Volume modify successful on volume: test2

自動縮小と Snapshot コピーの自動削除の両方を有効にするた
めの要件

特定の設定要件を満たせば、自動縮小機能を Snapshot コピーの自動削除と併用できま
す。

自動縮小機能と Snapshot コピーの自動削除機能の両方を有効にする場合、設定が次の要件を満たしている必
要があります。

• Snapshotコピーの削除を試行する前に、ボリュームサイズの拡張を試行するようにONTAP を設定する必

要があります（を参照） -space-mgmt-try-first オプションをに設定する必要があります

volume_grow）。

• Snapshotコピーの自動削除のトリガーは、ボリュームがフルである必要があります（ trigger パラメー

タはに設定する必要があります volume）。

自動縮小機能と Snapshot コピーの削除機能の連動

自動縮小機能は FlexVol のサイズを縮小するため、ボリューム Snapshot コピーの自動削
除のタイミングにも影響します。

自動縮小機能とボリューム Snapshot コピーの自動削除は次のように連動します。

• 両方の場合 grow_shrink オートサイズモードとSnapshotコピーの自動削除が有効になっています。ボリ
ュームサイズが縮小すると、Snapshotコピーの自動削除がトリガーされることがあります。

これは、 Snapshot リザーブがボリュームサイズに対する割合（デフォルトは 5% ）に基づいているため
です。現在は、この割合はボリュームサイズの縮小に基づいています。原因 Snapshot コピーは、リザー
ブからオーバーフローして自動的に削除されます。

• 状況に応じて grow_shrink オートサイズモードが有効になっている場合にSnapshotコピーを手動で削除
すると、自動ボリューム縮小がトリガーされることがあります。
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FlexVol のスペース不足アラートと過剰割り当てアラートへの
対処

ONTAP では、 FlexVol ボリュームがスペース不足になると、該当するボリュームにスペ
ースを追加して対処できるように EMS メッセージが表示されます。アラートの種類と
その対処方法を理解しておくと、データの可用性を維持するのに役立ちます。

ボリュームが _full_と みなされるのは、アクティブファイルシステム（ユーザデータ）で使用可能なボリュー
ム内のスペースの割合がしきい値（設定可能）を下回った場合です。ボリュームが過剰割り当ての状態になる
と、メタデータを格納したり基本的なデータアクセスをサポートしたりするために ONTAP で使用されるスペ
ースが不足した状態になります。他の目的のために確保されているスペースを使用してボリュームを引き続き
利用できる場合もありますが、スペースリザベーションやデータの可用性を維持できなくなるリスクがありま
す。

過剰割り当てには論理的なものと物理的なものがあります。_ 論理的な過剰割り当て _ は、スペースリザベー
ションなど、以降のスペースコミットメントを受け入れるためにリザーブされたスペースが別の目的に使用さ
れたことを意味します。_ 物理的な過剰割り当て _ は、ボリュームで使用する物理ブロックが不足した状態を
示します。この状態のボリュームには、書き込みができなくなったり、オフラインになったりするリスクがあ
り、これが原因でコントローラが停止してしまう可能性もあります。

ボリュームは、メタデータ用に使用またはリザーブされているスペースによって 100% を超えることがあり
ます。100% を超えているからといって必ずしも過剰割り当ての状態であるとは限りません。qtree レベルの
共有とボリュームレベルの共有が同じ FlexVol または SCVMM プールに存在する場合は、 qtree が FlexVol 共
有上のディレクトリとして表示されます。そのため、誤って削除しないように注意する必要があります。

次の表に、ボリュームのスペース不足アラートと過剰割り当てアラートについて、問題への対処方法と対処し
なかった場合のリスクを示します。

アラートの種類 EMS レベル 設定可能かどう
か

定義（
Definition ）

対処方法 対処しなかった
場合はリスクが
あります

ほぼフルです デバッグ Y ファイルシステ
ムがこのアラー
トのしきい値（
デフォルトは
95% ）を超えて
います。パーセ
ンテージはです

Used 合計か
らSnapshotリザ
ーブのサイズを
引いた値。

• ボリューム
サイズを増
やしていま
す

• ユーザデー
タを減らす

書き込み処理や
データ可用性に
対する影響はま
だありません。
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アラートの種類 EMS レベル 設定可能かどう
か

定義（
Definition ）

対処方法 対処しなかった
場合はリスクが
あります

フル デバッグ Y ファイルシステ
ムがこのアラー
トに設定された
しきい値（デフ
ォルトは98%）
を超えていま
す。パーセンテ
ージはです

Used 合計か
らSnapshotリザ
ーブのサイズを
引いた値。

• ボリューム
サイズを増
やしていま
す

• ユーザデー
タを減らす

書き込み処理や
データ可用性に
対する影響はま
だありません
が、ボリューム
は書き込み処理
ができなくなる
リスクのある段
階に近づいてい
ます。

論理的な過剰割
り当て

SVC エラーです N ファイルシステ
ムがフルの状態
で、さらにメタ
データ用のボリ
ュームのスペー
スが不足してい
ます。

• ボリューム
サイズを増
やしていま
す

• Snapshot コ
ピーを削除
しています

• ユーザデー
タを減らす

• ファイルま
たは LUN の
スペースリ
ザベーショ
ンを無効に
します

リザーブされて
いないファイル
に対する書き込
み処理が失敗す
る可能性があり

物理的な過剰割
り当て

ノードエラー N ボリュームで書
き込み可能な物
理ブロックが不
足しています。

• ボリューム
サイズを増
やしていま
す

• Snapshot コ
ピーを削除
しています

• ユーザデー
タを減らす

書き込み処理が
できなくなり、
データの可用性
を維持できなく
なるリスクがあ
り、ボリューム
がオフラインに
なる可能性もあ
ります。

あるボリュームで、フルの割合が上下してしきい値にかかるたびに、 EMS メッセージが生成されます。ボリ

ュームのフルレベルがしきい値を下回ると、が使用されます volume ok EMSメッセージが生成されます。
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アグリゲートのスペース不足アラートと過剰割り当てアラート
に対処します

ONTAP では、アグリゲートがスペース不足になると、該当するアグリゲートにスペース
を追加して対処できるように EMS メッセージが表示されます。アラートの種類とその
対処方法を理解しておくと、データの可用性を維持するのに役立ちます。

アグリゲートが _full_と みなされるのは、アグリゲート内のボリュームで使用可能なスペースの割合が事前に
定義されたしきい値を下回った場合です。アグリゲートが過剰割り当ての状態になると、メタデータを格納し
たり基本的なデータアクセスをサポートしたりするために ONTAP で使用されるスペースが不足した状態にな
ります。他の目的のために確保されているスペースを使用してアグリゲートを引き続き利用できる場合もあり
ますが、アグリゲートに関連付けられているボリュームのボリュームギャランティやデータの可用性を維持で
きなくなるリスクがあります。

過剰割り当てには論理的なものと物理的なものがあります。_ 論理的な過剰割り当て _ は、ボリュームギャラ
ンティなどの以降のスペースコミットメントを考慮してリザーブされたスペースが別の目的に使用されている
ことを示します。_ 物理的な過剰割り当て _ は、アグリゲートで使用する物理ブロックが不足した状態を示し
ます。この状態のアグリゲートには、書き込みができなくなったり、オフラインになったりするリスクがあ
り、これが原因でコントローラが停止してしまう可能性もあります。

次の表に、アグリゲートのスペース不足アラートと過剰割り当てアラートについて、問題への対処方法と対処
しなかった場合のリスクを示します。

ア
ラ
ー
ト
の
種
類

EM

S
レ
ベ
ル

設
定
可
能
か
ど
う
か

定義（ Definition ） 対処方法 対処しなかった場合はリ
スクがあります

ほ
ぼ
フ
ル
で
す

デ
バ
ッ
グ

N ボリュームに割り当てられたスペー
ス量（ギャランティも含む）がこの
アラートのしきい値（ 95% ）を超え
ています。パーセンテージはです

Used 合計からSnapshotリザーブの
サイズを引いた値。

• アグリゲートにスト
レージを追加してい
ます

• ボリュームを縮小す
るか削除する

• スペースが多い別の
アグリゲートにボリ
ュームを移動する

• ボリュームギャラン
ティを削除する（に

設定する） none)

書き込み処理やデータ可
用性に対する影響はまだ
ありません。
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ア
ラ
ー
ト
の
種
類

EM

S
レ
ベ
ル

設
定
可
能
か
ど
う
か

定義（ Definition ） 対処方法 対処しなかった場合はリ
スクがあります

フ
ル

デ
バ
ッ
グ

N ファイルシステムがこのアラートの
しきい値（ 98% ）を超えています。

パーセンテージはです Used 合計か
らSnapshotリザーブのサイズを引い
た値。

• アグリゲートにスト
レージを追加してい
ます

• ボリュームを縮小す
るか削除する

• スペースが多い別の
アグリゲートにボリ
ュームを移動する

• ボリュームギャラン
ティを削除する（に

設定する） none)

アグリゲート内のボリュ
ームのボリュームギャラ
ンティを維持できなくな
ったり、ボリュームに対
する書き込み処理ができ
なくなったりするリスク
があります。

論
理
的
な
過
剰
割
り
当
て

SV

C

エ
ラ
ー
で
す

N ボリューム用にリザーブされたスペ
ースがフルの状態で、さらにメタデ
ータ用のアグリゲートのスペースが
不足しています。

• アグリゲートにスト
レージを追加してい
ます

• ボリュームを縮小す
るか削除する

• スペースが多い別の
アグリゲートにボリ
ュームを移動する

• ボリュームギャラン
ティを削除する（に

設定する） none)

アグリゲート内のボリュ
ームのボリュームギャラ
ンティを維持できなくな
ったり、ボリュームに対
する書き込み処理ができ
なくなったりするリスク
があります。

物
理
的
な
過
剰
割
り
当
て

ノ
ー
ド
エ
ラ
ー

N アグリゲートで書き込み可能な物理
ブロックが不足しています。

• アグリゲートにスト
レージを追加してい
ます

• ボリュームを縮小す
るか削除する

• スペースが多い別の
アグリゲートにボリ
ュームを移動する

アグリゲート内のボリュ
ームに対する書き込み処
理ができなくなり、デー
タの可用性を維持できな
くなるリスクがあり、ア
グリゲートがオフライン
になる可能性もありま
す。最悪の場合、ノード
が停止することもありま
す。

あるアグリゲートで、フルの割合が上下してしきい値にかかるたびに、 EMS メッセージが生成されます。ア

グリゲートのフルレベルがしきい値を下回ると、が表示されます aggregate ok EMSメッセージが生成され
ます。
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フラクショナルリザーブの設定に関する考慮事項

フラクショナルリザーブは、 _lun overwrite reserve _ とも呼ばれ、 FlexVol ボリューム
内のスペースリザーブ LUN およびファイルのオーバーライトリザーブを無効にすること
ができます。これはストレージ利用率を最大限に高めるのに役立ちますが、スペース不
足による書き込みエラーが悪影響を及ぼす環境では、この設定を利用する場合の要件を
確認しておく必要があります。

フラクショナルリザーブ設定はパーセンテージで表され、有効な値はのみです 0 および 100 パーセントフラ
クショナルリザーブ設定はボリュームの属性です。

フラクショナルリザーブをに設定しています 0 ストレージ利用率が向上します。ただし、ボリュームの空き
スペースがなくなると、ボリュームギャランティがに設定されていても、ボリュームに格納されたデータにア

クセスするアプリケーションでデータを利用できなくなる可能性があります volume。ただし、ボリュームを
適切に設定して使用することで、書き込みが失敗する可能性を最小限に抑えることができます。ONTAP で
は、フラクショナルリザーブがに設定されたボリュームに対して「ベストエフォート」の書き込み保証が提供

されます 0 次の要件の_all_が満たされている場合：

• 重複排除を使用していません

• 圧縮を使用していません

• FlexClone サブファイルが使用されていません

• すべての FlexClone ファイルと FlexClone LUN で自動削除が有効になっています

これはデフォルト設定ではありません。FlexClone ファイルや FlexClone LUN の自動削除は、作成時に設
定するか作成後に変更して明示的に有効にする必要があります。

• ODX コピーオフロードと FlexClone コピーオフロードは使用されていません

• ボリュームギャランティがに設定されている volume

• ファイルまたはLUNのスペースリザベーションはです enabled

• ボリュームのSnapshotリザーブがに設定されている 0

• ボリュームSnapshotコピーの自動削除はです enabled を使用しています destroy`を削除します

`lun_clone,vol_clone,cifs_share,file_clone,sfsr`をクリックします `volume

この設定では、必要に応じて FlexClone ファイルと FlexClone LUN も削除されます。

• 上記の要件をすべて満たしていても変更率が高いと、まれに、Snapshotコピーの自動削除
が遅れてボリュームのスペースが不足することがあります。

• 上記のすべての要件が満たされ、Snapshotコピーが使用されていない場合、ボリューム書
き込みでスペースが不足することはありません。

また、必要に応じてボリュームの自動拡張機能を使用することで、ボリュームの Snapshot コピーの自動削除
が発生する可能性を抑えることができます。自動拡張機能を有効にする場合は、関連付けられたアグリゲート
の空きスペースを監視する必要があります。アグリゲートの空きスペースがなくなり、ボリュームを拡張でき
なくなると、ボリュームの空きスペースがなくなったときに削除される Snapshot コピーが増える可能性があ
ります。
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上記の設定要件をすべて満たすことができず、ボリュームのスペース不足を防ぐ必要がある場合は、ボリュー

ムのフラクショナルリザーブ設定をに設定する必要があります 100。これにより、事前に確保する必要がある
空きスペースは増えますが、上記のテクノロジを使用する場合でもデータ変更処理が確実に実行されるように
なります。

フラクショナルリザーブ設定のデフォルト値と有効値は、ボリュームのギャランティによって異なります。

ボリュームギャランティ デフォルトのフラクショナルリザ
ーブ

使用できる値

ボリューム 100 0、100

なし 0 0、100

14



著作権に関する情報

Copyright © 2024 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

15

http://www.netapp.com/TM

	SANホリユウム : ONTAP 9
	目次
	SANホリユウム
	SAN ボリュームについて
	ボリュームのプロビジョニングオプションを設定
	ボリュームまたはアグリゲートのスペース使用量を判定します
	Snapshot コピーを自動的に削除する
	ボリュームがフルになったときにスペースを自動的に確保するようにボリュームを設定します
	ボリュームのサイズを自動的に拡張および縮小するように設定します
	自動縮小と Snapshot コピーの自動削除の両方を有効にするための要件
	自動縮小機能と Snapshot コピーの削除機能の連動
	FlexVol のスペース不足アラートと過剰割り当てアラートへの対処
	アグリゲートのスペース不足アラートと過剰割り当てアラートに対処します
	フラクショナルリザーブの設定に関する考慮事項


